
本体や床に傷が付かないよう に、
あて布等を敷いてから 組み立ててく ださ い。

H

M 1

M 2

H

M 1

M 2

裏面

上

下

ラ バークッショ ンと

プラスティック パッド を

1 0 箇所取り 付けます。

（ 2 1 ）ワッシャー ＋ 
　 　   スプリングワッシャー

1 1

1 3予備1 含む

予備2 含む 4各 1各

2 0 m m

1 0 m m

※梱包2 -1 に入っています。

1 6 m m

1 2 m m

予備1 含む 9

予備1 含む 1 3予備1 含む 5

1 9 m m1 9 m m

予備1 含む予備1 含む 35予備1 含む 1 3予備1 含む 1 3

（ 1 ）昇降フレーム

2

（ 6 ）伸縮サポート フレーム

1

1

1

（ 1 5 ）コント ロールボックス

1

（ 1 9 ）天板〈 ELD -RC 1 4 1 0 の例〉（ 1 7 ）センサー （ 1 8 ）電源コ ード

（ 1 6 ）リ モコン

1

1

（ 2 0 ）ト レー

11

（ 1 4 ）コ ード スト ッ パー

1

（ 1 3 ）六角ボルト
　 　 （ M 6×2 0 ）

1

（ 3 ）六角ボルト（ M 6×1 6 ）

（ 8 ）六角ボルト（ M 6×1 2 ）（ 5 ）六角ボルト（ M 6×1 0 ）

（ 9 ）ラ バークッショ ン （ 1 0 ）プラスティック パッド

（ 7 ）六角レンチ

5

M AD E IN  CH IN A

電動昇降デスク
右L字コ ーナー / 左L字コ ーナー

ELD -RC1 4 1 0 　 幅 1 4 0 × 奥行 1 0 0 × 高 7 1（ 最小 7 1 ～最大 1 1 7 )(cm )

ELD -LC1 4 1 0 　 幅 1 4 0 × 奥行 1 0 0 × 高 7 1（ 最小 7 1 ～最大 1 1 7 )(cm )

甲板の高さ ： 7 1 （ 最小 7 1 ～最大 1 1 7 )(cm )

脚部： 金属（ スチール）

合成樹脂化粧パーティ ク ルボード （ メ ラ ミ ン樹脂）

脚部： エポキシ樹脂塗装

1 8 5 W

●外形寸法（ 約）

●構 造 部 材

●甲 板 の 表 面 材

●表 面 加 工

●消 費 電 力

取扱い・ 組み立て説明書

この度は、当製品をお買い上げいただき誠にありがとうございます。

使用前に、この説明書を最後までお読みのう え正し い使い方で末永

く ご愛用く ださ い。この説明書は組み立て後も 捨てずに、大切に保

管しておいてく ださ い。

品  質  表  示

部  品  明  細 ■組み立てる前に部品が揃っている事をご確認く ださ い。

■下記の耐荷重の範囲内でご使用く ださ い。

　 全体耐荷重： 8 0 kg

■業務用とし てご使用いただけます。

■高温多湿ではない室内で、床が水平な壁面に設置し てく ださ い。

■過度に重いも のを載せないよう ご注意く ださ い。

■デスクを持ち上げる際、天板だけを持たずに上げてく ださ い。天板だけで持ち上げると

　 ボルト 、ネジが外れる恐れがあります。

■設置時は、デスク の各方向を最低3 センチ以上の間隔を開けてご使用く ださ い。

■ご使用の前は、必ず本体を再起動し てく ださ い。誤作動の原因になります。プラスド ライバーをご用意く ださ い。

■電動ド ライバーはご使用にならないでく ださ い。 ■必ず大人2 人以上で組み立ててく ださ い。

E L D -R C1 4 1 0 /L C1 4 1 0 共用

（ 2 ）脚部フレーム 小

（ 2 2 ）脚部フレーム 大

（ 4 ）ブラケット 中

（ 2 3 ）ブラケット 大 （ 2 4 ）ブラケット 小

（ 1 2 ）プラスボルト  　  　  
　 　 　（ M 4 .8×1 9 ）

大（ 1 1 ）プラスボルト  　  　  小
（ M 3 .5×1 9 ）

右L字コ ーナー / ELD -R C1 4 1 0

左L字コ ーナー / ELD -LC1 4 1 0

（ 1 0 ）（ 1 0 ）

（ 1 0 ）（ 1 0 ）

（ 1 0 ）（ 1 0 ）

（ 1 0 ）（ 1 0 ）

（ 1 0 ）（ 1 0 ）（ 2 4 ）ブラ ケット 小

（ 2 4 ）

（ 9 ）

（ 1 0 ）（ 1 0 ）

（ 1 0 ）（ 1 0 ）

（ 1 0 ）（ 1 0 ）

（ 9 ）

（ 9 ）

（ 9 ）

（ 9 ）

（ 9 ）
（ 9 ）

（ 9 ）

（ 9 ）

（ 1 0 ）

（ 4 ）・（ 2 3 ）ブラケット

上からラ バークッ ショ ンを
取り 付け、その後

プラ スティ ック パッド を
はめ込みます。

（ 9 ）ラ バークッショ ン

（ 1 0 ）プラスティック パッド

（ 2 3 ）ブラ ケット 大

〈 真横から 見た図〉

（ 2 4 ）ブラ ケット

（ 4 ）ブラケット 中

（ 9 ）

（ 1 0 ）

E LD -R C 1 4 1 0 /L C1 4 1 0 共用

ネジ4 本は
伸縮サポート フレームに

取り 付け済みです。

左コ ーナー用の場合は

組み直し が必要です。

(P .8 参照)

8 m m

（ 2 5 ）六角ボルト
　  　（ M 6×8 ）

予備1 含む 5

ブラ ケット 　 　 　 　 　 　   にラ バークッ ショ ンと プラ スティ ッ ク パッド を 取り 付けます。大 中 小共通 -1

P .1 I 2 2 ’0 9P .2



本体を起こす際は必ず
2 人以上でおこなってく ださ い。

ラ バークッショ ンと

プラ スティック パッド を

2 箇所取り 付けます。

ネジが固定さ れている

かどう か確認し てく だ

さ い。緩んでいると

怪我の原因になり ます。

昇降フレームの
コ ード は、窪みの下に
通るよう にし ます。

※ボルト は本締めし てく ださ い。

（ 3 ）六角ボルト（ M 6×1 6 ）

（ 7 ）六角レンチ

（ 2 2 ）脚部フレーム 大
（ 2 ）脚部フレーム 小

（ 2 4 ）

（ 2 5 ）

（ 2 4 ）ブラケット 小

      で組み立て たフ レ ームに脚部フ レ ームと         で組み立てたブラケット 　 　  を

取り 付けます。

小

※ボルト は本締めし てく ださ い。（ 3 ）

（ 2 5 ）

共通-1

（ 1 0 ）

（ 9 ）（ 9 ）

（ 9 ）（ 9 ）

（ 2 3 ）ブラ ケット 大

（ 4 ）ブラケット 中

で組み立てたフレームで組み立てたフレーム

（ 8 ）六角ボルト（ M 6×1 2 ）

（ 8 ）（ 8 ）

（ 7 ）六角レンチ

　 　 で組み立てたフレームに　 　 　 で組み立てたブラケット 　 　 　 　   と ラ バークッショ ンと

プラ スティック パッド を取り 付けます。

上からラ バークッ ショ ンを
取り 付け、その後

プラ スティ ック パッド を
はめ込みます。

（ 9 ）ラ バークッショ ン（ 9 ）ラ バークッショ ン

（ 1 0 ）プラスティック パッド

※ボルト は本締めし てく ださ い。

（ 8 ）
（ 8 ）

大 中右-2

右-1

共通-1

右-2

で組み立てたフレームで組み立てたフレーム右-1

ELD -RC1 4 1 0 ELD -LC1 4 1 0

右 L 字コ ーナー 左 L 字コ ーナー

ご購入の製品によって取り 付け位置が異なり ます。対象製品にしたがい下記のページをご参照く ださ い。

P .3 の へ右-1 右 L 字コ ーナー の場合 P .8 の へ左-1 左 L 字コ ーナー の場合

（ 1 ）昇降フレーム

（ 1 ）

（ 8 ）六角ボルト（ M 6×1 2 ）

予め取り 付けら れた

（ 5 ）六角ボルト（ M 6×1 0 ）

（ 7 ）六角レンチ

昇降フ レ ームにサポート フ レ ームを 取り 付けます。

（ 8 ）

手順❶

手順❷

（ 8 ）

（ 6 ）伸縮サポート フレーム

電動ド ライバーは使用
し ないでく ださ い。 ※ネジ穴を見やすく する為にコ ード を

　 イラスト から 無く し ております。

■電動ド ライバーはご使用にならないでく ださ い。 ■必ず大人2 人以上で組み立ててく ださ い。

右-3

E LD -R C 1 4 1 0 /L C1 4 1 0 共用

I 2 2 ’0 9P .3 P .4

右-2

右L字コ ーナー / ELD -R C1 4 1 0

右 L 字コ ーナー の場合右-1



本体

本体

　 　   にて再度ボルト を取り 外し ますが、
安全上お手数ですが、ボルト の取り 付けを
お願いいたし ます。

★
★

★
★

前後どちら 側に
向けても 大丈夫です。

表示面を前に
向けてく ださ い。

センサーは下記の
方向に向けて取り
付けてく ださ い。

※ネジの取り 付けにはご用意さ れた

　 プラ スド ラ イ バーをお使いく ださ

　 い。※全てのボルト を本締めし てく ださ い。

電動ド ライバーは使用
し ないでく ださ い。

必ず2 人以上で
おこなってく ださ い。

★
★

★
★

　 　  で緩めたボルト を
締めてく ださ い（ ★4 箇所）

右-4

（ 1 5 ）コント ロール
        ボックス

（ 1 7 ）センサー

（ 1 6 ）リ モコン（ 1 6 ）リ モコン

（ 1 1 ）プラスボルト           （ M 3 .5×1 9 ）（ 1 1 ）プラスボルト           （ M 3 .5×1 9 ）

（ 1 1 ）（ 1 1 ）

小

大（ 1 2 ）プラスボルト 　 　 　

（ 1 2 ）

 （ M 4 .8×1 9 ）

（ 17 ）

（ 1 1 ）

本体にリ モコ ン 、セン サー、コ ント ロ ールボッ ク スを

取り 付けます。

※ネジ穴を見やすく する為にコ ード をイラスト から無く し ております。

※上記完了後、仮締めし た全ての箇所を

   本締めし てく ださ い。

（ 5 ）
（ 5 ）

（ 5 ）

（ 5 ）六角ボルト（ M 6×1 0 ）

（ 7 ）六角レンチ

本体の伸縮サポート フ レ ームを ボルト で固定し ます。（ ゆる めた箇所含む8 箇所）

右-9

※ネジ穴を見やすく する為にコ ード をイラスト から 無く し ております。

裏返し た（ 1 9 ）天板裏返し た（ 1 9 ）天板

横に伸ばし ます

予め取り 付けてある
（ 5 ）六角ボルト（ ★4 箇所）を
ゆるめてからフレームを
伸縮さ せてく ださ い。

で組み立てたフレームで組み立てたフレーム

裏返し た天板の上に　 　  で組み立てたフ レ ームを 置きます。

（ 6 ）伸縮サポート フ レ ームに予め取り 付けてある（ 5 ）六角ボルト（ ★4 箇所）を 緩めます。

次に、フ レ ームを 天板のボルト 穴に合う 様に横に伸ばし ます。

右-3

右-3

で組み立てたフ レ ームを 裏返し た天板に取り 付けます。

※ネジ穴を見やすく する為にコ ード を
　 イラスト から無く し ております。

（ 1 3 ）六角ボルト（ M 6×2 0 ）（ 1 3 ）六角ボルト（ M 6×2 0 ）

（ 1 3 ）

（ 1 3 ）

（ 7 ）六角レンチ（ 7 ）六角レンチ

（ 1 3 ）

※ボルト は本締めし てく ださ い。

（ 1 3 ）

（ 1 3 ） （ 1 3 ）（ 1 3 ）

（ 1 3 ）（ 1 3 ）

（ 1 3 ）（ 1 3 ）

で組み立てたフレーム

右-4

右-4

■電動ド ライバーはご使用にならないでく ださ い。 ■必ず大人2 人以上で組み立ててく ださ い。

E LD -R C 1 4 1 0 /L C1 4 1 0 共用

I 2 2 ’0 9P .6P .5

右-4

右-5

右-6

右-7



左-1

左L字コ ーナー / ELD -LC1 4 1 0

本体

リ モコ ンコ ード を

（ 1 7 ）セン サーに取り 付けます。

（ 1 8 ）電源コ ード を

（ 1 5 ）コ ント ロ ールボッ ク スに

取り 付けます。

（ 1 5 ）コ ント ロ ールボッ ク スの穴

  H に（ 1 7 ）セン サーコ ード

  M 1 ・ 2 に（ 1 ）昇降フ レ ームコ ード

を 取り 付けます。

※

※M 1・２ どちら に取り 付けても 大丈夫です。

H

M 1

M 2

H

M 1

M 2

前

（ 5 ）

（ 5 ）六角ボルト（ M 6×1 0 ）

（ 7 ）六角レンチ

（ 5 ）

（ 5 ）六角ボルト
　   （ M 6×1 0 ）

（ 7 ）六角レンチ

（ 7 ）六角レンチ

★★

（ 1 5 ）コ ント ロールボック ス

（ 1 5 ）コ ント ロールボックス

H

M 1

M 2

（ 1 7 ）センサー

（ 1 7 ）

（ 1 ）

（ 1 ）

リ モコン
コ ード

（ 1 8 ）電源コ ード

（ 1 8 ）電源コ ード

必要に応じ て、
（ 1 4 ）コ ード スト ッ パーを

ご使用く ださ い。

本体の配線を 下記のよう につなげます。 本体にト レ ーを 取り 付けます。

後・ 内側（ ★）の（ 5 ）六角ボルト（ M 6 ×1 0 ）を 取り 外し ます。

ワッ シャースプリ ングワッ シャーは必ず使用し てく ださ い。
ト レーが落下する恐れがあり ます。

（ 2 1 ）ワッシャー

（ 2 1 ）スプリングワッシャー

（ 5 ）六角ボルト
    （ M 6×1 0 ）

（ 7 ）六角レンチ

（ 5 ）

（ 2 1 ）ワッシャー

（ 2 1 ）スプリ ングワッシャー リ モコ ンコ ード は、

「 横から 出す」 か

「 穴から 出す」 か

選択できます。

取り 付け後、

ト レ ーの中に配線を 収納し てく ださ い。

取り 付け後、

ト レ ーの中に配線を 収納し てく ださ い。

取り 付けた六角ボルト の位置

ボルト を外し

収縮部分を

外し ます。

伸縮サポート フ レ ームを 組み立て直し ます。

伸縮サポート

フレ ームに

収縮部分を戻し

ボルト で固定し ます。

手順❶

収縮部分の

上下を入れ

替えます。

手順❷ 手順❸

左 L 字コ ーナー の場合

続きは  　 　 　 　（ P .1 4 ）へ共通-2

（ 5 ）
（ 5 ）

（ 5 ）

（ 5 ）

伸縮サポート フレーム

収縮部分

■電動ド ライバーはご使用にならないでく ださ い。 ■必ず大人2 人以上で組み立ててく ださ い。

E LD -R C 1 4 1 0 /L C1 4 1 0 共用

I 2 2 ’0 9P .7 P .8

右-9

右-8 右-1 0

イラ スト は右 L 字コ ーナー / ELD -RC1 4 1 0 です。左 L 字コ ーナー / ELD -LC1 4 1 0 も 同様に組み立ててく ださ い。



ネジが固定さ れている

かどう か確認し てく だ

さ い。緩んでいると

怪我の原因になり ます。

昇降フレームの
コ ード は、窪みの下に
通るよう にし ます。

予め取り 付けら れた

（ 5 ）六角ボルト（ M 6×1 0 ）

左-2

上からラ バークッ ショ ンを
取り 付け、その後

プラ スティ ック パッド を
はめ込みます。

（ 9 ）ラ バークッショ ン（ 9 ）ラ バークッショ ン

（ 1 0 ）プラスティック パッド

★
★

★
★

※ボルト は本締めし てく ださ い。

（ 1 ）昇降フレーム

（ 1 ）

（ 8 ）六角ボルト（ M 6×1 2 ）

（ 7 ）六角レンチ

昇降フ レ ームにサポート フ レ ームを 取り 付けます。

（ 8 ）
（ 8 ）

手順❶ 手順❷

（ 8 ）

（ 6 ）伸縮サポート フレーム

本体を起こす際は必ず
2 人以上でおこなってく ださ い。

ラ バークッショ ンと

プラスティック パッド を

2 箇所取り 付けます。

（ 1 0 ）
（ 1 0 ）（ 1 0 ）

（ 2 3 ）ブラケット 大

（ 4 ）ブラケット 中

（ 8 ）六角ボルト（ M 6×1 2 ）

（ 8 ）（ 8 ）

（ 7 ）六角レンチ

※ボルト は本締めし てく ださ い。

（ 9 ）

（ 8 ）

（ 8 ）

（ 9 ）（ 9 ）

で組み立てたフレームで組み立てたフレーム

　 　 で組み立てたフレームに　 　 　 で組み立てたブラケット 　 　 　 　   と ラ バークッ ショ ンと

プラ スティック パッド を取り 付けます。

大 中左-3 共通-1

左-3

左-4

電動ド ライバーは使用
し ないでく ださ い。

※ボルト は本締めし てく ださ い。

（ 2 4 ）

（ 2 5 ）

※ネジ穴を見やすく する為にコ ード を
　 イラスト から 無く し ております。

（ 3 ）六角ボルト（ M 6×1 6 ）

（ 7 ）六角レンチ（ 7 ）六角レンチ

（ 2 2 ）脚部フレーム 大

（ 2 ）脚部フレーム（ 2 ）脚部フレーム 小

（ 2 4 ）ブラケット 小

（ 3 ）（ 3 ）

（ 2 5 ）

で組み立てたフレームで組み立てたフレーム左-2

左-3       で組み立て たフ レ ームに脚部フ レ ームと         で組み立てたブラケット 　 　  を

取り 付けます。

小共通-1左-2

必ず2 人以上で
おこなってく ださ い。

※ネジ穴を見やすく する為にコ ード をイラスト から無く し ております。

裏返し た（ 1 9 ）天板裏返し た（ 1 9 ）天板

横に伸ばし ます

予め取り 付けてある
（ 5 ）六角ボルト（ ★4 箇所）を
ゆるめてからフレームを
伸縮さ せてく ださ い。

で組み立てたフレーム

裏返し た天板の上に　 　  で組み立てたフ レ ームを 置きます。

（ 6 ）伸縮サポート フ レ ームに予め取り 付けてある（ 5 ）六角ボルト（ ★4 箇所）を 緩めます。

次に、フ レ ームを 天板のボルト 穴に合う 様に横に伸ばし ます。

左-4

左-4

左-5

■電動ド ライバーはご使用にならないでく ださ い。 ■必ず大人2 人以上で組み立ててく ださ い。

E LD -R C 1 4 1 0 /L C1 4 1 0 共用

I 2 2 ’0 9P .9 P .1 0

イラ スト は右 L 字コ ーナー / ELD -RC1 4 1 0 です。左 L 字コ ーナー / ELD -LC1 4 1 0 も 同様に組み立ててく ださ い。



で組み立てたフ レ ームを 裏返し た天板に取り 付けます。左-5

　 　   にて再度ボルト を取り 外し ますが、
安全上お手数ですが、ボルト の取り 付けを
お願いいたし ます。

　 　  で緩めたボルト を
締めてく ださ い（ ★4 箇所）

※ネジ穴を見やすく する為にコ ード をイラスト から無く し ております。

※上記完了後、仮締めし た全ての箇所を

   本締めし てく ださ い。
（ 5 ）

（ 5 ）

本体の伸縮サポート フ レ ームを ボルト で固定し ます。（ ゆる めた箇所含む8 箇所）

左-5

左-1 0

★
★

（ 5 ）

（ 5 ）六角ボルト（ M 6×1 0 ）（ 5 ）六角ボルト（ M 6×1 0 ）

（ 7 ）六角レンチ

★
★

表示面を前に
向けてく ださ い。

センサーは下記の
方向に向けて取り
付けてく ださ い。

※ネジの取り 付けにはご用意さ れた

　 プラ スド ラ イ バーをお使いく ださ

　 い。※全てのボルト を本締めし てく ださ い。

（ 1 7 ）センサー

（ 1 6 ）リ モコン（ 1 6 ）リ モコン

本体にリ モコ ン 、セン サー、コ ント ロ ールボッ ク スを

取り 付けます。

（ 1 1 ）プラスボルト           （ M 3 .5×1 9 ）（ 1 1 ）プラスボルト           （ M 3 .5×1 9 ）

（ 1 1 ）（ 1 1 ）

小

前後どちら 側に
向けても 大丈夫です。

（ 1 5 ）コント ロール
        ボックス

大（ 1 2 ）プラスボルト 　 　 　

（ 1 2 ）

 （ M 4 .8×1 9 ）

（ 17 ）（ 17 ）

（ 1 1 ）

本体

（ 1 8 ）電源コ ード

必要に応じ て、
（ 1 4 ）コ ード スト ッ パーを

ご使用く ださ い。

本体の配線を 下記のよう につなげます。

（ 1 8 ）電源コ ード を

（ 1 5 ）コ ント ロ ールボッ ク スに

取り 付けます。

（ 1 5 ）コ ント ロ ールボッ ク スの穴

  H に（ 1 7 ）セン サーコ ード

  M 1 ・ 2 に（ 1 ）昇降フ レ ームコ ード

を 取り 付けます。

※

※M 1・２ どちら に取り 付けても 大丈夫です。

（ 1 5 ）コ ント ロールボック ス

（ 1 5 ）コ ント ロールボックス

H

M 1

M
2

（ 1 7 ）

（ 1 ）

（ 1 ）

（ 1 8 ）電源コ ード

リ モコ ンコ ード を

（ 1 7 ）セン サーに取り 付けます。

（ 1 7 ）センサー

リ モコ ン
コ ード

E L D -R C 1 4 1 0 /LC1 4 1 0 共用

電動ド ライバーは使用
し ないでく ださ い。

※ネジ穴を見やすく する為にコ ード をイラスト から無く し ております。

※ボルト は本締めし てく ださ い。

（ 1 3 ）

（ 1 3 ）

（ 1 3 ）

（ 1 3 ）六角ボルト（ M 6×2 0 ）（ 1 3 ）六角ボルト（ M 6×2 0 ）

（ 1 3 ）

（ 1 3 ）（ 1 3 ）

（ 1 3 ）（ 1 3 ）

（ 1 3 ）（ 1 3 ）

（ 1 3 ）（ 1 3 ）

（ 1 3 ）（ 1 3 ）

（ 7 ）六角レンチ（ 7 ）六角レンチ

（ 1 3 ）

で組み立てたフレームで組み立てたフレーム左-5

左-6

本体

左-7

本体

左-8

I 2 2 ’0 9P .1 1 P .1 2

■電動ド ライバーはご使用にならないでく ださ い。 ■必ず大人2 人以上で組み立ててく ださ い。

イラ スト は右 L 字コ ーナー / ELD -RC1 4 1 0 です。左 L 字コ ーナー / ELD -LC1 4 1 0 も 同様に組み立ててく ださ い。

左-9



前

★ ★

（ 5 ）

（ 5 ）六角ボルト（ M 6×1 0 ）

（ 7 ）六角レンチ

ワッ シャースプリ ングワッ シャーは必ず使用し てく ださ い。
ト レーが落下する恐れがあり ます。

壁から
3 センチ以上
開けて使用

設置時各方向3 センチの
間隔を開けてご使用く ださ い。

※離し すぎてコ ード に張力がかからないよう にし てく ださ い。

（ 1 6 ）リ モコ ン

（ 1 6 ）リ モコ ンを 操作し て、

デスク を 上げ下げし て

ご利用く ださ い。

使用前は必ず再起動

し てく ださ い。

操作方法はP .1 5 を
ご覧く ださ い。

（ 2 1 ）ワッシャー（ 2 1 ）ワッシャー

（ 2 1 ）スプリングワッシャー

（ 5 ）六角ボルト
    （ M 6×1 0 ）

（ 7 ）六角レンチ

（ 5 ）

（ 2 1 ）ワッシャー

（ 2 1 ）スプリ ングワッシャー

〈 右L字コ ーナー / E LD -R C 1 4 1 0 〉 〈 左L字コ ーナー / E LD -LC 1 4 1 0 〉

最後に、各部にゆる みがないこと を 確認し てく ださ い。共通-2

デスク を 起こし て電源コ ード をコ ン セント に差し たら 完成です。

リ モコ ンコ ード は、

「 横から 出す」 か

「 穴から 出す」 か

選択でき ます。

取り 付け後、

ト レ ーの中に配線を 収納し てく ださ い。

取り 付け後、

ト レ ーの中に配線を 収納し てく ださ い。

取り 付けた六角ボルト の位置

続きは  　 　 　 　（ P .1 4 ）へ共通-2

後・ 内側（ ★）の（ 5 ）六角ボルト（ M 6 ×1 0 ）を 取り 外し ます。

I 2 2 ’0 9P .1 3 P .1 4

■電動ド ライバーはご使用にならないでく ださ い。 ■必ず大人2 人以上で組み立ててく ださ い。

E LD -R C 1 4 1 0 /L C1 4 1 0 共用イラ スト は右 L 字コ ーナー / ELD -RC1 4 1 0 です。左 L 字コ ーナー / ELD -LC1 4 1 0 も 同様に組み立ててく ださ い。

共通-3本体にト レ ーを 取り 付けます。左-1 1

左-1 0



危

険

警

告

本来の用途以外

の使い方はし な

いでく ださ い

踏み台代わり に

使用し ないでく

ださ い

偏っ た荷重や過

度な荷重は掛け

ないでく ださ い

熱い鍋やヤカ ン

等を置かないで

く ださ い

直射日光や高温

多湿な場所に設

置し ないでく だ

さ い

異常が生じ たま

ま使用し ないで

く ださ い

く っ つけて

使わないで

く ださ い

スト ーブ等の火

気の近く には設

置し ないでく だ

さ い

分解・ 改造はし

ないでく ださ い

開梱の際は換気

に十分注意し て

く ださ い

各部の組み立て

がき っ ちり なさ

れている事をご

確認の上でご使

用く ださ い

回転部や可動部

の指はさ み等に

注意し てく ださ

い

消費電力を確認

し てお使いく だ

さ い

定期的にボルト

・ ネジ類を締め

直し てく ださ い

お子様が乗っ た

り 、 押し たり 、

遊んだり し ない

よう に注意し て

く ださ い

水平な場所に設

置し てく ださ い

お手入れにはか

たく 絞っ たタ オ

ル等をお使いく

ださ い

水気のも のをこ

ぼし たら すぐ に

拭き 取っ てく だ

さ い

お客様のお取扱

いの不注意によ

る破損等の補償

はいたし かねま

す

廃棄する際は居

住地域の処理法

に従っ てく ださ

い

本組立説明書を

許可無く 転載す

るこ と は禁止し

ており ます

注

意

・ 指定電圧以外でのご使用はお控えく ださ い。

・ 製品の組み立てまたは取り 外し を行う 際は、 必ず電源

プラ グを抜いた状態で行っ てく ださ い。

・ タ コ 足配線はし ないでく ださ い。

・ 1 分以上連続で作動さ せないでく ださ い。 故障の原因

と なる恐れがあり ます。

・ 付属以外の電源コ ード はご使用し ないでく ださ い。

・ 電源プラ グにホコ リ がたまると 事故の原因になる恐れ

があり ます。 ホコ リ は定期的に清掃し てく ださ い。

・ 屋外や水に塗れる可能性がある場所では絶対に使用し

ないでく ださ い。 また、 濡れた手での操作や電源プラ

グの抜き 差し はし ないでく ださ い。

・ 絶対にお子様には操作さ せないでく ださ い。

ディ スプレイの高さ 表記は、
実際の床からの高さ と 若干
の誤差がある場合が
ございます。
あらかじ めご了承く ださ い。

ご使用の前は、必ず再起動※し ます。 ※再起動 ：  天板を 一度下ま で 降ろ し 水平を 保つための調整

操 作 方 法

高さ 調整ボタ ンを 操作し てご使用く ださ い。

上げる 下げる

〈 高さ メ モリ ー機能〉 お好みの高さ を 登録し たい場合は❶～❸の手順で操作く ださ い。

「 ②上ボタ ン」と「 ③下ボタ ン」を

天板が一番下に下がるまで押し 続けてく ださ い。

ピッと いう 音が鳴ったら 完了です。

お好みの高さ にし てく ださ い 「 ⑧メ モリ ー登録」を 長押し

（ 約3 ～4 秒）すると ディ スプレイ の

数字が点滅し ます。

「 ④メ モリ ー1 」～「 ⑦メ モリ ー4 」

お好き な番号を 押し てく ださ い。

次回から は、登録し た番号を

押すと 自動的に高さ 調整できます。

※4 つ登録できます。登録をリ セット する機能はございません。

操 作 方 法

② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧①

❶ ❷ ❸

①ディ スプレイ 　 ②上ボタ ン 　 　 　 ③下ボタ ン 　 　

④メ モリ ー1 　 　 ⑤メ モリ ー2 　 　 ⑥メ モリ ー3 　 　

⑦メ モリ ー4 　 　 ⑧メ モリ ー登録

〈 名称〉

②上ボタ ン ③下ボタ ン

7 1 cm

1 1 7 cm

約

約

最 小

最 大

点滅

P .1 5

E LD -R C 1 4 1 0 /LC1 4 1 0 共用

P .1 6 I 2 2 ’0 9



注

意

天板だけを

持っ て

持ち上げないで

く ださ い

子供やモノ が

ない所で

ご使用く ださ い

■AM 9 :0 0 ～PM 5 :3 0 　 土・日・祝除く

発売元：株式会社 山善　 家庭機器事業部

こ の度は、 弊社商品をお買い上げいただき誠にあり がと う ございます。

１ ． 製品購入後すみやかに、 部品・ 部材を確認し てく ださ い。 不足及び不具合があっ た場合は、

　 　 部品・ 部材の発送、 不具合品の交換対応さ せていただきます。

２ ． 以下に該当する場合には、 １ の適用はできませんので予めご了承く ださ い。

　 ⑴取扱い・ 組み立て説明書、 製品ラ ベルなどの記載に反するお取り 扱いによる故障または損傷。

　 ⑵ご購入後の設置場所の移動やご使用中における落下・ 衝撃などに起因する故障または損傷。

　 ⑶保管上の不備及び手入れの不備による故障または損傷。

　 ⑷ご使用上の誤り あるいは不当な改造や修理に起因する故障または損傷。

　 ⑸ご使用の経年による消耗品の損傷。

　 ⑹火災・ 地震・ 落雷その他天変地異あるいは外部要因の異常に起因する故障または損傷。

　 ⑺オーク ショ ンなどの個人間売買を含む中古販売による製品。

※故障及びお問い合わせは、 お買い求めら れまし た販売店までお申し 付けく ださ い。
※商品の仕様は予告なく 変更する事があり ます。

取扱い・ 組み立て説明書は大切に保管し てく ださ い

デスク を持ち上げる際、

天板だけを持たずに天板下の

ブラ ケッ ト などを持っ て

上げてく ださ い。

天板だけで持ち上げると

ボルト 、 ネジが外れる

恐れがあり ます。

A . 電源ケーブルがコ ンセント に接続さ れていますか？

A . 全てのプラ グが正し く 接続さ れていますか？

　  プラ グを接続し 直し 、 再起動を行っ てく ださ い。 （ P .6 ）

A . 長時間の連続動作を行っ ていませんか？昇温により 、 保護機能が作動し 、

　  動作が停止し たと 考えら れます。 し ばら く し てから 再起動を 行っ てく ださ い。
　  ※使用環境によっ て復帰までの時間は異なり ます。

「 上ボタ ン」 と 「 下ボタ ン」 を押し 続けてく ださ い。

天板が一番下に下がり ピッ と 音が鳴り 、 「 0 7 1 」 が表示さ れれば再起動が

完了です。

・ 天板の昇降は天板下に椅子やワゴンなどの物がないこ と を確認し た後に行っ てく ださ い。

・ 天板を昇降さ せる際は天板上に設置さ れた機器類の配線に十分ご注意く ださ い。

・ 昇降フ レームには、 滑り を良く するために潤滑油が塗ら れており ます。 接触し ないよう にご注意く ださ い。

当製品には、 衝突検知センサーが搭載さ れている為、 昇降中にセンサーが衝撃を感知する

と 約3 センチ戻る仕様になっ ており ます。

故 障 か な ？ と 思 っ た ら

安 全 機 能

Q. 天板が昇降し ない 

再起動方法

（ 例1 ） （ 例2 ）

天板を上げている時に

感知すると
約5 センチ下に下がる 約5 センチ上に上がる

天板を下げている時に

感知すると

衝撃
衝撃

ブラ ケット

ブラケット

E LD -R C 1 4 1 0 /L C1 4 1 0 共用

I 2 2 ’0 9P .1 7 P .1 8


